















































































































饉 7 件、窮乏 6 件、鰥寡孤独自存すること能わざる
者 4 件、疾病 6 件、高年 3 件、水害、風害、長雨、
俘夷、それぞれ 1 件」と報告した。疾病の内訳は「痘








結果 7）では 698 年から 790 年までの疫病流行の際に






































  「読経」4 件（大般若経 3 件、金剛般若経 1 件）、  





































































る。大伴家持が越中赴任時代の天平 19 年（748 年）

































































































大伴家持は、天平 18 年（746 年）9 月に弟の書持
を病で亡くし、翌年 9 月に大病を患っている。養老


































【資料 5】『万葉集 五』p.71 3962 
大君の 任けのまにまに ますらをの 心振り起
こし あしひきの 山坂超えて 天離る 鄙に下り
来 息だにも いまだ休めず 年月も いくらもあ
らぬに うつせみの 世の人なれば うち靡き 床
に臥い伏し 痛けくし 日に異にまさる たらちね
の 母の命の 大船の ゆくらゆくらに 下恋に 
いつか来むと 待たすらむ（中略）妹も兄も 若き
子どもは をちこちに 騒き泣くらむ （中略）た
まきはる 命惜しけど 為むすべの たどきを知ら






























【資料 7】『万葉集 五』p.74 3965 
春の花 今は盛りに にほふらむ 折りてかざさむ 
手力もがも 
【資料 8】『万葉集 五』p.74 3966 




































【資料 10】『万葉集 五』p.76 3968 

















































































































































































図 1. 疾病のメトニミ  ー
（出所：大堀（2007）p.77 を参考に筆者作成） 
 
Ⅴ．おわりに 
1．研究のまとめと研究の限界 
本稿では、古代医療史に関する先行研究レビュー
を基礎として、病に関する記述の考察から、疾病観、
医療観の重層性をあきらかにしようとした。今回の
研究では、山上憶良と大伴家持の作品にみる表現と
メトニミーからのアプローチを試み、以下の結果を
得た。 
1）奈良時代の知識人たちは、本草学等科学的治療に
ついての知識を持っており、律令制度下における医
療制度を利用できる状況にあった。しかし、疾病の
機序については、「自己の犯した罪」によるものとい
う考えが根強い。 
2）山上憶良と大伴家持の作品にみる病の表現は、平
安時代に比べると、直接的であり、症状も具体的に
述べられている。憶良には、呪術的な治療に否定的
な考えもみられ、古代であっても医療と呪術の対立
関係があったことが示唆された。一方、家持は、祈
ることで小康を得ており、呪術と医療の共存がみら
れる。 
3）憶良の作品に働くメトニミーは、「苦痛」と「救
い」であり、家持の作品に働くメトニミーは「病人
（患者）」「治療」といえるだろう。呪術と医療の「対
立」「共存」の違いはあるが、疾病観、医療観の重層
性が認められた。 
人は、病苦と迫りくる死への苦しみからいかに逃
れるかを考え、救いを求める。呪術、医療に関わら
ず自分を救ってくれる者を常に探しているのである。
したがって、そのプロセスには多くの方法があるは
ずである（図 2）。本稿では、万葉集の一部を切り取っ
て考察を加えたので、この結果のみですべての時代
で疾病観、医療観に重層性があると言い切ることは
できないが、少なくとも、奈良時代の知識人が持つ
疾病観、医療観には重層性があることが示唆された。 
 
 
図 2.医療観、疾病観の重層性概念図 
 
 
 本稿では、万葉歌人の作品を通して、奈良時代
の疾病観、医療観について考察した。しかし、対象
となる作品が物語文学ではないため、平安時代との
比較を行うには限界があり、新たなフレームが必要
であると感じている。 
2．展望 
今後も多くの作品について、病の記述に検討を加
え、疾病観、医療観の重層性を解明したい。さらに
研究を重ね、古代人の疾病観、医療観が現代におけ
る健康観にどのような影響を与えているか、より深
く考察していきたい。 
疾病のフレーム 
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